
御 

会 

式 

の 

御 

案 

内 
合 
掌 

檀
信
徒
御
家
内
皆
様
に
は
、
ご
清
祥
の
こ
と
と
慶
賀
に
存
じ
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
来
る
十
一
月
三
日 

(

文
化
の
日) 

左
記
次
第
に
て 

 

『
高
祖
日
蓮
大
聖
人
御
会
式
』
を
執
り
行
な
い
ま
す
。 

御
会
式 (

お
え
し
き) 
法
要
は
、
弘
安
五
年 (

一
二
八
二
年) 

十
月
十
三
日
に
、
池
上
宗
仲
氏
の
お
屋
敷

(

現
・
大
田
区
池
上) 

に
お
い
て
、
六
十
一
歳
で
ご
入
滅
さ
れ
た
日
蓮
大
聖
人
を
偲
び
修
行
さ
れ
る
法
要
の
こ
と
で
、

「
報
恩
講
」「
恩
命
講
」「
御
命
講
」
と
も
い
い
、
法
華
宗
寺
院
・
壇
信
徒
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
法
要
で
す
。 

か
の
松
尾
芭
蕉
が
「
御
命
講

お

め

い

こ

う

や 
油
の
よ
う
な 

酒
五
升
」
と
詠
ま
れ
た
よ
う
に
、
當
山
が
創
建
さ
れ
た

寛
永
か
ら
元
禄
の
頃
に
は
、
既
に
盛
大
な
行
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

法
華
宗
各
大
本
山
で
は
、
正
当
ま
た
は
旧
暦
の
十
月
十
三
日
に
修
行
し
、
末
寺 (

ま
つ
じ) 

は
そ
れ
以
降
に

奉
修
し
て
お
り
ま
す
。 

當
山
で
は
、
毎
年
十
一
月
三
日
の
文
化
の
日
に
、
當
山
組
寺
有
縁
の
お
上
人
に
ご
出
仕
い
た
だ
き
、
日
蓮

大
聖
人
の
『
十
界
曼
荼
羅
御
本
尊
』
を
ご
開
帳
し
て
、
大
聖
人
の
ご
恩
徳
に
感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

檀
信
徒
有
縁
の
皆
様
に
は
、
大
聖
人
の
ご
恩
徳
を
偲
び
、
ご
家
族
皆
様
の
健
康
・
安
全
と
社
会
の
平
和
、

併
せ
て
ご
先
祖
に
供
養
を
捧
げ
る
た
め
、
是
非
と
も
ご
来
山
い
た
だ
き
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
ご
来
山
を
控
え
ら
れ
ま
す
檀
信
徒
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
同
封
の
「
日
蓮
大
聖
人
卒
塔
婆

供
養
の
お
願
い
」
を
ご
一
読
い
た
だ
き
、
日
蓮
大
聖
人
の
御
報
恩
へ
の
感
謝
と
し
て
、
卒
塔
婆
を
ご
起
塔

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

記 

十

一

月

三

日 

火
曜
日
・
祝
日(

文
化
の
日) 

一
、
法 

 

話 
 

 
 

 
 

 
 

 

午
後
一
時 

 

東
京
教
区
布
教
師 

一
、
高
祖
日
蓮
大
聖
人
御
会
式
法
要 

午
後
二
時 

 

組
寺
有
縁
上
人
出
仕 

○ 

日
蓮
大
聖
人
の
ご
報
恩
の
た
め
、
是
非
卒
塔
婆
を
ご
起
塔
下
さ
い
。 

○ 

正
午
よ
り
動
物
廟
法
要
を
奉
修
致
し
ま
す
。 

○ 

当
日
は
、
旧
甲
州
街
道
交
番
先
の
「
大
久
保
石
材
店
」
の
前
か
ら
妙
壽
寺
専
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス(

無
料)

が
送
迎
申
し
上
げ
ま
す
。 

追 

記 

○
本
年
も
、
別
紙
に
よ
り
「
七
五
三
祈
願
法
要
」
を
奉
修
い
た
し
ま
す
。 

○
正
月
三
ヵ
日
等
に
は
、
是
非
と
も
菩
提
寺
に
ご
参
詣
ご
墓
参
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
當
山
で
は
、
令
和
九
年
一
月
一
日
午
前
五
時
よ
り
『
年
頭
国
祷
会
』
を
當
山
本
堂
に
て
奉
修
い
た
し
ま
す
。 

令

和

八

年

十

月 

檀 

信 

徒 

各 

位 

法
華
宗 

本
覺
山 

妙 

壽 

寺 


